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このリリースノートでは、LabVIEWのインストールおよびアンインス
トール方法、LabVIEWソフトウェアのシステム要件、および
LabVIEW 7.0で判明している問題について説明します。

初めてご使用になる場合は、『LabVIEW入門』マニュアルの練習問題を
通じて LabVIEW環境について把握しておくことをお勧めします。

LabVIEWのバージョンをアップグレードする場合は、インストールを始
める前にアップグレードパッケージに添付されている『LabVIEWアップ
グレードノート』をお読みください。 既存の VIを LabVIEW 7.0用に変換
する際には、いくつかの問題点に注意する必要があります。

LabVIEWをインストールする前に本書の「システム構成要件」のセク
ションを読み、「インストール」のセクションの手順に従ってください。 
LabVIEWをインストールしたら、「詳細について」のセクションを参照
して LabVIEWを起動してください。
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システム構成要件

1では、LabVIEW 7.0を実行するためのシステム要件について説明しま
す。
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表 1 LabVIEW 7.0のシステム要件

プラットフォーム

メディアおよびシステムの

必要条件 主な留意点

すべてのプラット
フォーム

128 MB以上の RAMおよび
800 × 600ピクセル以上の画
面解像度が必要ですが、ナ
ショナルインスツルメンツ
では 256 MB以上の RAM
および 1024 × 768ピクセル
以上の画面解像度を推奨し
ます。（UNIX）64 MB以上
の RAMが必要ですが、ナ
ショナルインスツルメンツ
では 256 MB以上の RAM
を推奨します。

作成したアプリケーション
を導入する場合、LabVIEW
ランタイムエンジンでは、
画面が必要なアプリケー
ションには 64 MB以上の
RAMおよび 800 × 600ピク
セル以上の画面解像度が必
要です。ただし、ナショナ
ルインスツルメンツでは、

256 MB以上の RAMおよび
1024 × 768ピクセル以上の
画面解像度を推奨します。

LabVIEWおよび『LabVIEWヘルプ』には、
16ビットのカラーグラフィックスが含まれ
ています。

LabVIEWに必要なカラーパレット設定は
256色以上ですが、ナショナルインスツルメ
ンツでは 16ビットカラー以上を推奨します。

『LabVIEWヘルプ』では、画面解像度を
800 × 600ピクセル以上、カラーパレットを
256色以上に設定する必要がありますが、ナ
ショナルインスツルメンツでは 16ビットカ
ラー以上を推奨します。

LabVIEWマニュアルおよびアプリケーショ
ンノートの PDFバージョンを表示するには、
Adobe Acrobat Readerが必要です。 
（Mac OS） 『LabVIEWヘルプ』内の PDFの
リンクは Apple Previewでは動作しません。

LabVIEWでは、テンポラリファイルをディ
レクトリに保存します。 テンポラリファイル
には大きなものもあるため、ナショナルイン
スツルメンツではこのテンポラリディレクト
リ用に数メガバイトのディスク領域を確保す
ることを推奨します。 ツール→オプションを
選択し て、上部のプルダウンメニューからパ
スを選択することによって、テンポラリディ
レクトリを表示したり変更したりすることが
できます。

（Windows） デフォルトのテンポラリディレ
クトリは、C:¥Documents and Setting¥
User¥Local Settings¥Tempなどのシステ
ムテンポラリディレクトリです。

（Mac OS）デフォルトのテンポラリディレ
クトリは、/tmp/501/Temporary Itemsで、
501はログインのための一意の番号です。

（UNIX） デフォルトのテンポラリディレクト
リは /tmpです。

LabVIEWが予期せずに中断した場合、テン
ポラリディレクトリにファイルが残っている
可能性があります。 テンポラリディレクトリ
から古いファイルを削除して、ディスク領域
を解放するようにしてください。
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Windows 
2000/NT 4.0 
Service Pack 6
以降 /XP/Me/98

Pentium IIIまたはCeleron 
600 MHz以上のプロセッサ
が必要ですが、ナショナル
インスツルメンツは、

Pentium 4以上のプロセッ
サを推奨します。 ナショナ
ルインスツルメンツでは、

LabVIEWの最小インストー
ルには 130 MB以上のディ
スク領域、完全インストー
ル（ナショナルインスツル
メンツデバイスドライバ

CDからのデフォルトドラ
イバを含む）には 550 MB
以上のディスク領域を確保
することを推奨します。

作成したアプリケーション
を導入する場合、LabVIEW
ランタイムエンジンには

Pentium 200 MHz以上が必
要ですが、ナショナルイン
スツルメンツでは Pentium 
IIIまたは Celeron 600 MHz
以上のプロセッサを推奨し
ます。 LabVIEWランタイム
エンジンは、25 MB以上の
ディスク領域が必要です。
ただしナショナルインスツ
ルメンツでは、ナショナル
インスツルメンツのデバイ
スドライバ CDからデフォ
ルトドライバをインストー
ルする場合は 155 MB以上
のディスク領域を確保する
ことを推奨します。

LabVIEWは、Windows 95をサポートして
いません。

ナショナルインスツルメンツでは、アプリ
ケーションの作成や作成したアプリケーショ
ンの導入には、Windows 2000/XP以降を使
用することを推奨します。

LabVIEWで設計するアプリケーションのサ
イズや、アプリケーションで扱うデータの量
によっては、推奨の 128 MBの RAM以上の
メモリが必要になる場合があります。

『LabVIEWヘルプ』、Measurement & 
Automation Explorer（MAX）の対話式ヘ
ルプシステム、および NIサンプルファイン
ダを使用するには、Microsoft Internet 
Explorer 5.0以降がインストールされている
必要があります。

ウェブブラウザを使用して、フロントパネル
をリモートで表示したり制御するには、

Internet Explorer 5.5 Service Pack 2以降を
推奨します。

表 1 LabVIEW 7.0のシステム要件（続き）

プラットフォーム

メディアおよびシステムの

必要条件 主な留意点
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Mac OS X System 10.2以降が必要で
す。

G3以上のプロセッサが必
要ですが、ナショナルイン
スツルメンツではG4以上
のプロセッサを推奨します。 
ナショナルインスツルメン
ツでは、LabVIEWの最小イ
ンストールには 280 MB以
上のディスク領域、完全イ
ンストールには 350 MBの
ディスク領域を確保するこ
とを推奨します。

Mac OS XでDAQ I/Oを実行するには、
LabVIEW Real-Timeモジュールを使用する必
要があります。Mac OS Xで I/Oを実行する
方法の詳細については、『LabVIEW 
Real-Time Module for Mac OS X User 
Manual Addendum』を参照してください。

LabVIEWで設計するアプリケーションのサ
イズや、アプリケーションで扱うデータの量
によっては、推奨の 128 MBの RAM以上の
メモリが必要になる場合があります。 ナショ
ナルインスツルメンツでは、256 MB以上の
RAMを推奨します。

ナショナルインスツルメンツでは、
『LabVIEWヘルプ』の表示に、Netscape 6.0
または Internet Explorer 5.0以降をご使用にな
ることをお勧めします。

Mac OS 9.x以前 System 8.1以降が必要で
す。

G3以上のプロセッサが必
要ですが、ナショナルイン
スツルメンツではG4以上
のプロセッサを推奨します。 
ナショナルインスツルメン
ツでは、LabVIEWの最小イ
ンストールには 380 MB以
上のディスク領域、完全イ
ンストールには 500 MBの
ディスク領域を確保するこ
とを推奨します。

LabVIEWで設計するアプリケーションのサ
イズや、アプリケーションで扱うデータの量
によっては、推奨の 128 MBの RAM以上の
メモリが必要になる場合があります。 128 MB
以上の RAMを推奨します。

より正確なタイミングを確保するには、

Apple QuickTimeの機能拡張をインストー
ルします。  QuickTimeを使用すると、タイ
ミング精度は 16.6 msの分解能から約 1 ms
の分解能に向上します。 システム応答は、
バックグラウンドアプリケーション、その他
の機能拡張、ネットワーク動作状況、ディス
クキャッシュなどによって異なります。

LabVIEWブラウザプラグインを使用してフ
ロントパネルをリモートで表示したり制御し
たりするには、ブラウザに必要なメモリ量を
増やす必要があります。 Internet Explorerの
場合、仮想メモリが有効になっているかどう
かによって、少なくとも 15または 20 MBの
メモリが必要です。 Netscapeの場合は少な
くとも 40 MBのメモリが必要です。

ナショナルインスツルメンツでは、
『LabVIEWヘルプ』の表示に、Netscape 6.0
または Internet Explorer 5.0以降をご使用にな
ることをお勧めします。

表 1 LabVIEW 7.0のシステム要件（続き）

プラットフォーム

メディアおよびシステムの

必要条件 主な留意点
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すべての UNIX
バージョン

OpenWindows、CDE、
X11R6などの X Window 
Systemサーバが必要です。

ナショナルインスツルメン
ツでは、LabVIEWの最小イ
ンストールには 200 MB以
上のディスク領域、完全イ
ンストールには 300 MBの
ディスク領域を確保するこ
とをお勧めします。

LabVIEWで設計するアプリケーションのサ
イズや、アプリケーションで扱うデータの量
によっては、推奨の 128 MBの RAM以上の
メモリが必要になる場合があります。 ナショ
ナルインスツルメンツでは、256 MBの
RAMを推奨します。

LabVIEWでは Xlibを使用して独自のグラ
フィカルユーザインタフェース（GUI）を作
成するため、MotifやOpenLookなどの特
別なGUIは不要です。

ナショナルインスツルメンツでは、
『LabVIEWヘルプ』の表示に、Netscape 6.0
以降をご使用になることをお勧めします。

Sun LabVIEWは、Solaris 2.5.1
以降の SPARCstationsで動
作します。

500 MHz以上のプロセッサ
が必要ですが、ナショナル
インスツルメンツでは

650 MHz以上のプロセッサ
を推奨します。

�

Linux LabVIEWが動作するには、
カーネルバージョン 2.0.x、
2.2.x、または 2.4.x以降が動
作している Intel x86プロ
セッサが必要です。 
Pentium IIIまたはCeleron 
600 MHz以上のプロセッサ
が必要ですが、ナショナル
インスツルメンツでは、

Pentium 4以上のプロセッ
サを推奨します。

LabVIEWは、Red Hat 
Linux 7.0以降、Mandrake 
Linux 8.0以降、SuSE 
Linux 7.1以降、または
Debian Linux 3.0以降など
の代表的な Linuxオペレー
ティングシステムで動作し
ます。

GNU C Library Version 2.1.92以降
（libc.so.6などの glibc2）が必要です。 
システム全体をアップグレードしなくても、
ウェブまたは FTPで Linuxオペレーティング
システムの最新の glibc rpmを取得できま
す。

フロントパネルをリモートで表示したり制御
する際に使用する Linuxの LabVIEW 
Netscapeプラグインには、Netscape 6.x
またはMozilla 1.0以降が必要です。 
Netscape 4.xはシングルスレッドアプリ
ケーションですので、マルチスレッドの

LabVIEWランタイムエンジンには対応して
いません。

表 1 LabVIEW 7.0のシステム要件（続き）

プラットフォーム

メディアおよびシステムの

必要条件 主な留意点
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インストール

インストール時にエラーが発生した場合は、技術サポートデータベース

（ni.com/support/ja）を参照してください。

Windows
メモ 一部のウィルス検出プログラムは、インストーラの実行を妨げる場合がありま

す。 インストールの際には、自動ウイルス検出プログラムを無効にしてくださ
い。 インストールが終了したら、ハードディスクのウィルスをチェックして無効
にしたウィルス検出プログラムを有効にします。

（Windows 2000/NT/XP)以下の手順に従って、Windows対応
LabVIEWをインストールします。

1. 管理者、あるいは管理者権限を持つユーザとしてログオンします。

2. LabVIEW 7.0インストール CDを挿入し、画面に表示される手順に
従います。

（Windows 98） LabVIEW 7.0インストール CDを挿入し、画面に表示さ
れる手順に従います。

メモ 現在の LabVIEWのインストールを変更するか、LabVIEW 7.0をアンインス
トールするには、コントロールパネルの「アプリケーションの追加と削除」で

National Instrumentsソフトウェアを選択してください。 インストールを変更
すると、ナショナルインスツルメンツのソフトウェアのリストが表示されます。 
個々のコンポーネントを追加または削除したり、製品をアンインストールする

には、リストから製品を選択します。 また、複数の製品を削除するには、
<Shift>または <Ctrl>キーを押してアンインストールボタンをクリックすると、
選択したすべての製品を削除することができます。

Mac OS
以下の手順に従って、Mac OS対応 LabVIEWをインストールします。

メモ 一部のウィルス検出プログラムは、インストーラの実行を妨げる場合がありま

す。 自動ウイルス検出プログラムを無効にしてインストーラを実行します。 イン
ストールが終了したら、ハードディスクのウィルスをチェックして無効にした

ウィルス検出プログラムを有効にします。

1. LabVIEWインストール CDを挿入します。

2. 適切なインストーラプログラムを実行します。

3. 画面に表示される手順に従います。
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UNIX
ここでは、Solaris 2または Linux対応 LabVIEWをインストールする方
法を説明します。

Solaris 2
以下の手順に従って、Solaris 2対応 LabVIEWをインストールします。

1. スーパーユーザ権限を取得するには、「su root」と入力し、ルート

パスワードを入力します。

2. LabVIEWインストール CDを挿入します。 Solarisでは、CDをドラ
イブに挿入すると同時にマウントされます。 ご使用のワークステー
ションでこの機能が無効になっている場合は、次のコマンドを入力し

て CDをマウントする必要があります。
mount -o ro -F hsfs /dev/dsk/c0t6d0s2 /cdrom

3. CDが自動的にマウントされた場合は、次のコマンドを入力します。
cd /cdrom/cdrom0/solaris

または

手順 2でマウントコマンドを使用した場合は、次のコマンドを入力
します。

cd /cdrom/solaris

4. 次のコマンドを入力します。

./INSTALL

メモ カスタムインストール手順や他のその情報については、/cdrom/cdrom0/

solarisまたは /cdrom/solaris2にある READMEファイルを参照してくだ

さい。

5. 画面に表示される手順に従います。

インストール後に LabVIEWを起動したときにエラーが発生した場合は、
本書の「UNIX対応 LabVIEWでの一般的な起動エラー」のセクションを
参照してください。

Linux
以下の手順に従って、Linux対応 LabVIEWをインストールします。

1. rootでシステムにログインします。

2. mount /mnt/cdromコマンドで CDをマウントします。 システムに
よっては、CDが自動的にマウントされます。

3. 現在のディレクトリを、CDをマウントしたディレクトリに変更する
には、次のコマンドを入力します。

cd /mnt/cdrom

4. 次のコマンドを入力して、インストールスクリプトを実行します。

./INSTALL
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INSTALLスクリプトにより、LabVIEWをインストールするディレクトリ
（通常、/usr/local）の入力を要求するプロンプトが表示されます。 この
スクリプトは、.rpm形式をサポートするシステムにインストールする場

合は rpmを使用し、他のシステムにインストールする場合は rpmアーカ

イブを直接解凍します。 また、Red Hatや他の rpmベースシステムの

rpm（または、glint、gnorpm、kpackageなど）を使用するか、rpmが

存在しないシステムでは LabVIEWインストール CDの binディレクト

リにあるユーティリティを使用して、手動でインストールすることもでき

ます。

規定の場所に NetscapeまたはMozillaをインストールした場合、
LabVIEWインストーラは自動的にブラウザプラグインをインストールし
ます。そうでない場合に、LabVIEW Netspaceプラグインを手動でイン
ストールするには、LabVIEWランタイムエンジンをインストールし、
Netscapeプラグインディレクトリに /usr/local/lib/LabVIEW-7.0/

LV7NPlugin.soをコピーします。

メモ カスタムインストール手順や他の情報については、/mnt/cdrom/linuxにある

READMEファイルを参照してください。

インストール後に LabVIEWを起動したときにエラーが発生した場合は、
本書の「UNIX対応 LabVIEWでの一般的な起動エラー」のセクションを
参照してください。

ネットワーク上に LabVIEWをインストールする
マルチシートライセンスをサポートしています。 マルチシートライセンス
の詳細については、ni.com/license（英語）を参照してください。

各 LabVIEWクライアントごとにライセンスがある場合に、LabVIEWを
ネットワーク上にインストールするには以下の手順に従ってください。

1. サーバに LabVIEW開発システム、または LabVIEWプロフェッショ
ナル開発システムをインストールします。

2. 各ローカルコンピュータは、LabVIEW環境設定ファイルとして独自
のファイルを使用します。 ローカルコンピュータにファイルが存在し
ない場合は、メモ帳などのテキストエディタを使用してテキストド

キュメントを作成できます。

（Windows） labview.iniの最初の行は [labview]である必要があ

ります。 LabVIEWアイコンのコマンドラインオプションを次のよう
に変更します。

W:¥labview¥labview.exe -pref C:¥lvwork¥labview.ini

ここで、W:¥labviewは labview.exeへのパス、C:¥lvwork¥

は labview.iniへのパスです。

（Mac OS X） 環境設定ファイルは LabVIEW.app Preferencesで、 
Library:Preferencesディレクトリに格納されています。
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（Mac OS 9.x以前） 環境設定ファイルは LabVIEW 7.0 

Preferencesです。 環境設定ファイルを System:Preferencesフォ

ルダに入れます。

（UNIX） 環境設定ファイルは .labviewrcで、各ユーザのホームディ

レクトリに格納されています。  共通の環境設定ファイルを次のコマン
ドラインオプションで指定することができます。

labview -pref /path/to/labviewrc

メモ prefは小文字である必要があります。 さらに、各ローカルコンピュータに
LabVIEWテンポラリディレクトリが必要です。 LabVIEWでこのディレクトリ
を指定するには、ツール→オプションを選択し て、上部のプルダウンメニュー
からパスを選択します。

3. ナショナルインスツルメンツのハードウェアが取り付けられたコン

ピュータには、そのデバイス用のドライバが必要です。 ドライバの
バージョンの詳細については、この章の「ハードウェアのインストー

ルと構成」のセクションを参照してください。

ハードウェアのインストールと構成

ナショナルインスツルメンツのすべてのデバイスには、デバイスに必要な

ドライバおよびソフトウェアが含まれています。 ナショナルインスツルメ
ンツのデバイスドライバ CDには、ナショナルインスツルメンツのハー
ドウェアに必要なドライバおよびソフトウェアが含まれています。 
LabVIEWのパッケージに含まれるドライバと、デバイスのパッケージに
含まれているドライバは、バージョンが異なる場合があります。 システム
のデバイスをサポートする最新のドライバを常に使用してください。 
NI-DAQ 7.0を使用している場合、ご使用のシステムのデバイスに使用す
るドライバのバージョンについては、『NI-DAQ 7.0用 DAQクイックス
タートガイド』を参照してください。

メモ ナショナルインスツルメンツでは、デバイスドライバを定期的に更新していま

す。 最新のドライバは、ナショナルインスツルメンツのウェブサイト
ni.com/jpからダウンロードできます。

（Windows） MAXまたはコントロールパネルでアプリケーションの追加
と削除プログラムを使用して、インストールされたドライバのバージョン

番号を確認することができます。

（Mac OS 9.x以前） 「DAQデバイス情報取得（Get DAQ Device 
Information）」VIを実行して NI-DAQのバージョン番号を取得します。

LabVIEWを使用する前に、ナショナルインスツルメンツのハードウェア
を構成する必要があります。

http://www.ni.com
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Windows
MAXを使用して、デバイスが認識されていることを確認したり、アクセ
サリやデバイスの設定を構成したり、信号の集録や生成機能などのデバイ

ス機能をテストするためのテストパネルを実行したりします。 MAXを起
動するには、スタート→プログラム→ National Instruments→
Measurement & Automationを選択するか、デスクトップ上の
Measurement & Automationのアイコンをダブルクリックします。 
MAXを使用して DAQデバイスを構成する方法の詳細については、
『NI-DAQ 7.0用 DAQクイックスタートガイド』を参照します。

従来型 NI-DAQと NI-DAQmxのどちらを使用しているかによって、仮想
チャネルを構成する方法が異なります。 従来型 NI-DAQまたは
NI-DAQmxでのチャネルおよびタスクの構成の詳細については、
『LabVIEW Measurements Manual』の第 5章「Creating a Typical 
Measurement Application」、または『NI-DAQ 7.0用 DAQクイック
スタートガイド』を参照してください。

Mac OS X
Mac OS Xで DAQ I/Oを操作するには、LabVIEW Real-Timeモジュー
ルを使用する必要があります。Mac OS Xで I/Oを操作する方法の詳細
については、『LabVIEW Real-Time Module for Mac OS X User 
Manual Addendum』を参照してください。

Mac OS 9.x以前
DAQハードウェアを構成するには、NI-DAQ構成ユーティリティを使用
します。 デバイスのチャネルを構成するには、DAQチャネルウィザード
を使用します。

Sun
LabVIEWのインストーラで表示されるプロンプトに従って、使用する
GPIBハードウェアの NI-488.2ドライバを選択します。 これによってドラ
イバが自動的にインストールされます。

メモ LabVIEWでは、GPIB-1014シリーズ（VME）デバイスまたはオリジナルの
GPIB-SCSIボックスはサポートしていません。 ただしGPIB-SCSI-Aボックスは
LabVIEWでサポートされています。

Solarisの VXIデバイスドライバは VXIコントローラハードウェアに含ま
れています。 ナショナルインスツルメンツでは、VXIハードウェアを含む
計測システムの構成、プログラミング、およびトラブルシューティングを

行うには、NI-VISAを使用することを推奨します。
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詳細について

LabVIEW 7.0の機能の詳細については、『LabVIEW入門』、『LabVIEW
ユーザマニュアル』、および『LabVIEWヘルプ』を参照してください。 
ナショナルインスツルメンツから入手いただける LabVIEWマニュアルリ
ソースの詳細については、『LabVIEWユーザマニュアル』の第 1章
「LabVIEWの概要」の「LabVIEWの関連資料」のセクションを参照して
ください。

『LabVIEWユーザマニュアル』および他のすべての LabVIEWマニュア
ルの PDFバージョンにアクセスする場合は、LabVIEWのメニューの
ヘルプ→ LabVIEWドキュメントライブラリを表示を選択してください。 
LabVIEWドキュメントライブラリを使用して、すべての LabVIEWマ
ニュアルおよびアプリケーションノートの PDFバージョンを表示できま
す。

UNIX対応 LabVIEWでの一般的な起動エラー
UNIX対応 LabVIEWの起動時に発生する可能性のある一般的なエラーを
次の表に示します。

Motif Window Managerで LabVIEWを構成する
Motif Window Manager（mwm）を使用すると、環境設定を変更して

mwmと LabVIEWの対話性を向上させることができます。 デフォルトで
は、mwmにはアプリケーションのウィンドウの位置情報が組み込まれてい

ません。 これによって、フロントパネル、ブロックダイアグラム、ファイ
ルウィンドウなどの LabVIEWウィンドウの画面上の表示位置が定まらな
くなります。 mwmの動作を変更するには、xrdbコマンドを使用して次の

2つの mwm設定を以下のように変更します。

mwm.clientAutoPlace: False

mwm.positionIsFrame: False

エラーメッセージ /説明 考えられる原因 /対処方法

Xlib: connection to :0.0 
refused by server

考えられる原因：ウィンドウを開く許可のないユーザが、
ディスプレイサーバ上で LabVIEWを起動しようとしました。 
通常、root（スーパーユーザ）など、一時的に異なるユーザ
名で suコマンドを実行した後に発生します。

対処方法：suコマンドを終了して、ログインユーザとして

LabVIEWを起動するか、xhostまたは xauthコマンドを使
用してディスプレイサーバ上にウィンドウを開く権限を取得
します。

client is not authorized 
to connect to server

internal error during 
connection authorization 
check
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以下のファイルを手動で編集して、2つのエントリを追加することもでき
ます。

$HOME/.Xdefaults

LabVIEW 7.0で判明している問題
LabVIEW 7.0で判明している問題の詳細や、LabVIEWドキュメントの追
加事項については、LabVIEWインストール CDの README.txtファイル

を参照してください。
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